
春
闘
の
賃
上
げ
要
求
と
同
時
に
３

月
１
４
日
に
夏
一
時
金
は
所
定
内
賃

金
の
１
．
３
５
ヶ
月
（
組
合
員
支
給

額
３
９
３
，
７
４
９
円
）
を
要
求
し

ま
し
た
。
組
合
は
４
月
８
日
の
団
体

交
渉
で
米
価
高
騰
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
異
常
な
物
価
上
昇
が
労
働
者
の

生
活
を
苦
し
め
て
い
る
為
、
昨
年
以

上
の
賃
上
げ
回
答
を
要
求
し
ま
し
た

が
、
昨
年
と
同
額
の
５
，
０
０
０
円

の
賃
上
げ
回
答
で
し
た
。
夏
一
時
金

の
回
答
は(

決
算
見
通
し
が
つ
く
５
月

１
５
日
に
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

５
月
１
５
日
に
文
書
回
答
が
あ
り

所
定
内
賃
金
の
１
．
１
７
ヶ
月
（
組

合
員
支
給
額
３
４
７
，
０
８
２
円
）

で
昨
年
よ
り
０
．
１
４
ヶ
月
増
で
所

定
内
賃
金
の
年
間
２
．
２
４
ヶ
月
の

回
答
は
民
事
再
生
終
了
（
２
０
１
３

年
５
月
）
後
最
高
の
月
数
と
な
り
ま

し
た
。
５
月
３
０
日
の
支
給
日
前
に

団
体
交
渉
開
催
を
試
み
ま
し
た
が
、

会
社
・
組
合
双
方
で
日
程
の
調
整
が

つ
か
ず
、
組
合
内
で
電
話
（
組
合
員

が
静
岡
に
い
る
た
め
）
に
よ
り
協
議

し
こ
の
回
答
で
妥
結
し
ま
し
た
。
団

体
交
渉
で
合
意
す
る
ス
タ
イ
ル
が
確

立
さ
れ
て
お
ら
ず
今
後
の
課
題
を
残

し
ま
し
た
。

春
闘
・
夏
一
時
金
闘
争
で
は
、
念

願
だ
っ
た
組
合
掲
示
板
が
シ
ャ
ッ
タ
ー

本
社
事
務
所
内
に
設
定
さ
れ
、
ビ
ラ

を
会
社
に
メ
ー
ル
で
送
付
す
れ
ば
会

社
が
掲
示
板
に
貼
る
合
意
が
会
社
と

交
わ
し
た
た
め
、
【
組
合
通
信
】
を

３
号
分
貼
り
だ
し
ま
し
た
。

【
光
田

記
】

３
回
の
団
体
交
渉
を
へ
て
、
５
月

３
０
日
に
「
基
準
内
賃
金
の
年
間
５
．

２
ヶ
月
（
１
，
６
１
６
，
８
９
８
円
）
」

で
集
約
し
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
以

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

２０２５年

６月２５日

７５１２号

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

２５年度夏季一時金取組み状況

２
５
年
一
時
金

支
部
分
会
平
均

７
５
１
，
９
２
９
円
（
２
．
３
５
ヶ
月
）

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
中
央
本
部
の
６
月

２
０
日
現
在
の
集
計
で
は
、
全
国

９
９
支
部
分
会
が
夏
季
一
時
金
の

有
額
回
答
を
引
き
出
し
（
春
闘
時

妥
結
済
み
を
含
む
）
、
支
部
分
会

平
均
７
５
１
，
９
２
９
円
（
２
．

３
５
ヶ
月
）
、
組
合
員
平
均
７
９

３
，
３
９
７
円
（
２
．
６
２
ヶ
月
）
。

昨
年
同
時
期
と
の
比
較
で
は
、
支

部
平
均
で
＋
２
３
，
３
０
５
円

（
＋
０
．
０
４
％
）
、
組
合
員
平

均
で
＋
１
４
，
８
８
３
円
（
＋
０
．

０
８
％
）
上
回
り
後
半
に
か
け
て

追
い
上
げ
て
い
ま
す
。

川
崎
支
部
の
取
組
み

２
面
へ
続
く



崎陽軒 ２０２５夏季一時金 要求と文書回答 

２０２５年夏季一時金に関する団体交渉申し入れ及び質問事項についての文書回答     

夏季一時金要求 

１、２０２５年度の夏季一時金要求として、月額賃金の３ヶ月（約６０万円）を要求します。

回答：当社の規程に従った金額の支給させていただきます。 

２、２４年秋闘にて協定の有給休暇取得（３連休）の営業等でやりくりしての実行を行ってく

ださい。 

回答：ご本人に、3 連休ご希望のお日にちを確認させていただきます。 

３、膝や腰の負担軽減のマット設置を組合員の職場だけでなく、他売店２～３か所に設置を行

うこと。 

回答：ご希望のある場合はリクエストいただき、対応しております。 

 

質問事項 

質問事項としてアンケートに寄せられた意見から 

① 前回、配布のアンケートはがきを正社員に破り捨てられたとの意見について会社はどう考

えますか？ 

回答：詳細について確認させてください。 

② 客からのセクハラ・パワハラがあるという意見にはどう対応していますか？ 

回答：カスタマーハラスメントの基本方針を策定し、取組を行っております。  

③ 年始出勤の特別手当の支給方法が別枠なのはなぜですか？ 

回答：詳細について確認させてください。 

④ 相変わらず有給休暇を取らせてもらえない。の意見があがっています。改善はされていな

いのですか？ 

回答：今年も、３連休取得・有給取得の推進を行っております。 

降
最
高
の
月
数
と
な
っ
た

も
の
の
、
今
回
も
一
発
回

答
で
、
そ
れ
以
降
交
渉
を

重
ね
て
も
『
上
積
を
し
な

い
と
い
う
会
社
の
姿
勢
』

で
し
た
。
特
に
今
回
は
第

２
組
合
（
電
機
連
合
）
が
、

５
．
２
ヶ
月
と
い
う
低
い

要
求
（
電
機
連
合
の
平
均

回
答
額
よ
り
も
低
く
、
ま

た
、
第
２
組
合
と
分
会
そ

れ
ぞ
れ
の
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
６
ヶ
月
の
要
求
が

最
も
多
か
っ
た
）
で
あ
っ

た
た
め
、
回
答
前
進
の
足

か
せ
に
な
り
ま
し
た
。

【
細
谷

記
】

牧
野
フ
ラ
イ
ス
で
の
賃

上
げ
は
、
１
７
，
５
０
０

円
ア
ッ
プ
の
２
０
４
，
０

０
０
円
に
増
額
を
要
求
し
、

一
時
金
は
年
間
５
．
６
ヵ

月
を
要
求
し
ま
し
た
。
現

行
賃
金
が
東
京
都
の
最
低

賃
金
で
あ
り
、
理
不
尽
な

再
雇
用
賃
金
と
な
っ
て
い

ま
す
。
第
１
回
及
び
第
２

回
団
体
交
渉
で
組
合
の
要

求
に
ま
っ
た
く
応
じ
ず
、

第
３
回
団
体
交
渉
を
申
し

い
れ
た
と
こ
ろ
、
会
社
側

が
『
こ
れ
以
上
の
進
展
は

な
い
』
と
団
体
交
渉
を
拒

否
し
て
き
ま
し
た
。
組
合

は
対
策
会
議
を
持
ち
、
弁

護
士
と
も
相
談
し
第
３
回

団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
ま

す
。

【
浅
岡

記
】

６
月
４
日
に
要
求
を
提

出
し
、
６
月
１
８
日
に
会

社
か
ら
文
書
回
答
が
有
り

ま
し
た
。
要
求
と
回
答
の

要
旨
は
下
記
に
よ
る
。

団
体
交
渉
は
日
程
が
折

り
合
わ
ず
、
現
在
折
衝
中

で
す
。

【
浅
岡

記
】

7512号 （２）

牧
野
フ
ラ
イ
ス

崎
陽
軒



（３） 7512号

な
ん
ぶ
せ
ん

６
月
２
０
日
の
東
京
新
聞
を
見
て
驚
き
。
内
容
は
、

１
９
日
に
開
か
れ
た
川
崎
市
議
会
本
会
議
で
、
無

所
属
の
議
員
５
人
が
、
現
行
憲
法
の
無
効
と
帝
国

憲
法
の
復
元
改
正
を
主
張
す
る
「
立
憲
主
義
に
基

づ
く
憲
法
論
議
を
求
め
る
意
見
書
案
」
を
提
出
し

た
と
の
記
事
で
す
▼
採
決
で
は
、
提
案
者
５
人
以

外
に
賛
成
者
は
な
く
否
決
さ
れ
た
と
の
事
で
す
▼

提
案
者
の
三
宅
隆
介
議
員
（
無
所
属
・
多
摩
区
選

出
）
の
説
明
で
は
「
現
行
憲
法
は
帝
国
憲
法
で
定

め
た
天
皇
の
改
正
発
議
権
を
連
合
国
軍
総
司
令
部

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
が
侵
害
し
た
上
、
国
家
の
変
局
時
の

改
憲
を
禁
じ
る
趣
旨
の
帝
国
憲
法
７
５
条
に
も
違

反
し
て
制
定
さ
れ
た
」
と
し
て
「
憲
法
と
し
て
は

明
ら
か
に
無
効
」
と
主
張
。
１
９
５
２
年
の
サ
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
よ
る
主
権
回
復
も
「
帝

国
憲
法
が
現
存
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
独
立
が
で
き

た
」
な
ど
と
述
べ
て
い
ま
す
▼
こ
ん
な
主
張
が
通

る
の
か
と
私
は
疑
問
に
思
っ
た
。
そ
も
そ
も
憲
法

９
９
条
で
は
、
天
皇
や
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、

裁
判
官
、
そ
の
他
の
公
務
員
に
「
こ
の
憲
法
を
尊

重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負
ふ
」
と
順
守
義
務
を
課

し
て
い
る
は
ず
だ
▼
市
議
会
で
反
対
し
た
議
員
か

ら
は
「
憲
法
が
無
効
だ
と
い
う
主
張
は
、
私
た
の

考
え
と
相
い
れ
な
い
」
と
い
う
意
見
の
ほ
か
「
憲

法
を
守
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
順

守
義
務
違
反
」
の
声
も
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

て
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

《
ジ
ョ
ー
ジ
》

３
月
１
５
日
か
ら
南
武
線
が

ワ
ン
マ
ン
運
転
に
な
り
４
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。

ワ
ン
マ
ン
に
な
っ
て
小
さ
な
事

故
が
起
き
て
お
り
ま
す
。

５
月

１
７
日
鹿
島
田
駅
で
オ
ー
バ
ー
ラ

ン
と
い
う
問
題
が
起
き
ま
し
た
。

立
川
方
向
で
１
メ
ー
ト
ル
オ
ー
バ
ー

ラ
ン
し
て
、
そ
の
ま
ま
次
の
平
間

の
駅
に
停
ま
る
事
が
起
き
ま
し
た
。

予
定
し
た
駅
で
降
り
ら
れ
な
っ
た

人
は
迷
惑
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
発
言
で
は
】

ワ
ン
マ
ン
運
転
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
運
転
士
の
負
担
軽
減

だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
ヤ
編
成
の

柔
軟
性
向
上
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

従
来
の
２
人
体
制
で
は
、
列

車
運
行
の
た
め
に
必
要
な
人
員

数
が
多
く
、
シ
フ
ト
管
理
が
難

し
い
状
況
で
し
た
。

ワ
ン
マ

ン
運
転
が
可
能
に
な
れ
ば
、
よ

り
効
率
的
な
運
行
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
利
用

者
に
と
っ
て
も
利
便
性
の
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

と
以
上
の
よ
う
に
話
し
て
い

ま
す
。

６
月
１
日
に
「
南
武
線
の
ワ

ン
マ
ン
運
転
化
の
中
止
を
求
め

る
川
崎
市
民
連
絡
会
」
の
集
い

が
あ
り
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
出
さ
れ
た
事
は
「
身
体
障

害
者
や
急
病
人
が
出
た
時
や
乳

母
車
の
対
応
も
必
要
で
運
転
手

一
人
で
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
」

「
駅
ホ
ー
ム
は
別
と
し
て
、
全

て
運
転
手
が
対
応
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
大
変
。
」
と
の

声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
効
率
的
な
運
行
が
出
来

る
と
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
第
一
に
利
用
者
の
安

全
で
快
適
な
電
車
運
行
を
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

南
武
線
の
ド
ア
の
開
く
時
間

が
少
し
遅
く
な
っ
た
話
を
聞
き

ま
す
。

人
を
運
ぶ
の
は
、
安
全
運
行

が
当
た
り
前
。
ト
ラ
ブ
ル
や
事

故
が
あ
っ
た
ら
大
変
で
す
。

問
題
が
起
き
た
事
を
想
定
し

て
行
動
を
す
る
必
要
を
感
じ
ま

す
。
事
が
起
き
て
か
ら
の
対
処

は
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
南
武

線
を
利
用
し
て
い
る
者
と
し
て

の
意
見
で
す
。

６
月
６
日
「
南
武
線
の
ワ
ン

マ
ン
運
転
化
の
中
止
を
求
め
る

川
崎
市
民
連
絡
会
」
が
ワ
ン
マ

ン
運
転
中
止
と
、
安
全
対
策
、

遅
延
の
解
消
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本

社
に
要
請
を
し
ま
し
た
。

《
記

小
林
》

南

武

線

の

ワ

ン

マ

ン

運

転

を

考

え

る







労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ナンバープレイス！ (７５１２号)

太い点線わくのＡ～Ｄに入る４つの数字を答え

てください。応募は、はがき・ＦＡＸ・メモ等

で次回支部報発行日（おおよそ２～３週間）ま

でにお名前・住所と職場名をそえてご連絡下さ

い。応募はどなたでも結構です。正解者の中か

ら抽選で5名の方に５００円相当の図書カード・

クオカードかビール券を差し上げます。

【クイズの解き方】

３×３のブロックに区切られた９×９の正方

形の枠内に１～９までの数字を入れるペンシ

ルパズルの一つです。

応募方法

ＡＢＣＤ

第７７回支部定期大会のお知らせ

川崎支部の定期大会を次の日程で開催し

ますのでお知らせ致します。

開催日時：８月10日（日）１０：００より

開催場所：支部事務所にて
温暖化の影響で厳しい夏が予想されます。体

調を整えてご参加お願い致します。

今後の日程
６月２８日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２９日（日）支部年間総括会議 １３：００～

３０日（月）ワーカーズネット相談ＰＴ １９：００～

７月 ２日（水）７５期第１２回書記局 （支部事務所）１３：００～

５日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

第２０回ＪＭＩＴＵ中央定期大会（ラパスホール）１０：００～１７：３０

９日（水）支部報編集会議（支部事務所）１８：００～

７５期第２２回執行委員会（支部事務所）１９：００～

１２日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１６日（水）７５期第２３回執行委員会（支部事務所）１９：００～

１９日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２３日（水）支部報作業日 （支部事務所）１３：００～

７５期第２４回執行委員会 １９：００～

２６日（土）支部未組織宣伝 （登戸駅）１０：００～

労働相談（支部事務所）１３：００～

ワーカーズネットかわさき総会 （テクノ川﨑）

第20回神奈川地本定期大会（支部事務所）１３：００～

３０日（水）７５期第２５回執行委員会 １９：００～

８月１０日（日）第７７回川崎支部定期大会（支部事務所）１０：００～

ＪＭＩＴＵ川崎支部
ホームページ


